
受付印

円
円
円

御中 印

本　籍
(国　籍)

〒　６０６　－　０８０１

（　　　　　　　方）

電話　０７５（７２２）７２１１　　携帯電話　０９０（１１１１）２２２２
フリガナ

職　業 　無　職
　　本人 　　配偶者 　   四親等内の親族（　　　　）
　　未成年後見人・未成年後見監督人 保佐人・保佐監督人
　　補助人・補助監督人 　任意後見受任者・任意後見人・任意後見監督人
　　市町村長 その他（　　　　）

本　籍
(国　籍)

〒　６０６　－　０８０１

電話　０７５（７２２）７２１１ （　　　　　　　方）

〒　６０６　－　０８０１

電話　０７５（７２２）７２１１ （　　　　　　　方）

フリガナ

職　業 　無　職

（注）

★ 民法13条第1項に規定されている行為については，申立ての必要はありません。

はなこ

　　京都市左京区下鴨宮河町１番地

都　道
府　県

太枠の中のみ記入してください。該当する□にチェックをし，（　　　）内に具体的に記入してください。

昭和１２年１２月４日生
下　鴨 花　子

本
　
　
人

氏　名

平成２６年７月２０日午前・午後９時３０分予約済みの事情聴取日時

生 年
月 日

（この欄に申立手数料としての収入印紙を貼る。）

昭和１２年８月１３日生
太　郎

京　都

しもがも

　　京都市左京区下鴨宮河町１番

　　京都市左京区下鴨宮河町１番地

しもがも

下　鴨

たろう

準口頭 　関連事件番号　　平成　　　　年(家　　　)第　　　　　　　　　　　号

都　道
府　県京　都 　　京都市左京区下鴨宮河町１番

下　鴨　太　郎

申
　
立
　
人

　　京都市左京区下鴨宮河町１番地

生 年
月 日

住　所

保　佐　開　始　申　立　書

平成２６年６月２０日

　京都家庭裁判所

支部

申 立 人 の

署 名 押 印

又 は

記 名 押 印

貼用収入印紙
予納郵便切手
予納収入印紙

（注）登記手数料としての収入印紙は，貼らずにそのまま提出してください。

（貼った収入印紙に押印しないでください。）

氏　名

本人と
の関係

居　所

住　所
(住民票上
の住所)

収入印紙 

 

 

 

収入印紙 

 

 

 

収入印紙 

 

 

 

収入印紙 

 

 

 

保佐開始 記入例
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本人について保佐を開始する。

本件手続費用は申立人の負担とする。

本件手続費用は本人の負担とする。　　との審判を求める。

（必要とする場合に限り，当てはまる番号を○で囲んでください。）

1 本人が以下の行為（日用品の購入その他日常生活に関する行為を除く。）をするにも，

その保佐人の同意を得なければならないとの審判を求める。(★)

2 本人のために以下の行為について保佐人に代理権を付与するとの審判を求める。

代理行為につき，別紙代理行為目録のとおり

別紙のとおり

　本人は，現住所地で申立人と２人で暮らしているが，最近物忘れがひどくなり，日常生活に

支障が出てきたので，特別養護老人ホーム宮河に入所することになった。施設の入所契約を行

いたいが，本人一人で手続を行うことができないため，本件を申し立てた。

  なお，申立人は高齢で体調もあまりよくないので，保佐人には，隣町に住む本人の長男・下

鴨一雄を選任してもらいたい。

　

　　申立人が相当である（詳細は，候補者に関する照会書のとおり）。

　　下記の者が相当である（詳細は，候補者に関する照会書のとおり）。

　　裁判所が選任する者を希望する。

〒　６０６　－　●●●●

（　　　　　　　方）

電話　０７５（１１１）２２２２　　携帯電話　０９０（２２２２）３３３３
フリガナ

職　業

親　　族  配偶者 子  親 兄弟姉妹  その他（　　　　　　）

親族以外  弁護士 司法書士 社会福祉士  その他（　　　　　　）

（注）
★ 民法13条第1項に規定されている行為については，申立ての必要はありません。

候補者について

（申立ての理由，本人の生活状況などを具体的に記入してください。書き切れない場合は別紙を利用してください。）

候
　
補
　
者

住　所 　京都市左京区○○町○○番○○号

　会 社 員

しもがも

昭和３７年４月１３日生

（行為の内容を記入してください。書き切れない場合は別紙を利用してください。）

申　立　て　の　実　情

かずお

申　立　て　の　趣　旨

該当する□にチェックをし，（　　　）内に具体的に記入してください。

氏　名 下　鴨 一　雄

本人と
の関係

生 年
月 日

保佐開始 記入例
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（別　紙）

保佐開始 記入例
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